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◆
琴
伝
流
大
正
琴
和（
な
ご

み
）
会　

毎
月
主
に
第
１
・
第

３
木
曜
日
、
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
３
０
０
０
円
。
無
料
体
験

あ
り
。
手
持
ち
の
大
正
琴
の
調

弦
、
張
り
替
え
も
し
ま
す
。
詳

し
く
は
安
中
（
あ
ん
な
か
）
�

４
７
２
・
５
２
４
３
へ
。

　

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
久

留
米
第
１
団　

月
１
〜
２
回
、

土
曜
ま
た
は
日
曜
日
、
多
門
寺

（
本
町
四
丁
目
）
で
。
会
費
月

３
０
０
０
円
（
制
服
代
、
年
会

費
別
）。
５
歳
児
〜
小
学
５
年

生
。
詳
し
く
は
呉
（
ご
う
）
�

０
９
０
・
１
８
１
４
・
３
３
７

７
へ
。

　

◆
太
極
拳
・
気
功
・
回
春
保

健
操
・
養
命
操
（
仙
鶴
〈
シ
ェ

ン
ホ
ア
〉）　

毎
週
金
曜
日
、
午

前
９
時
〜　

時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

１１

ン
タ
ー
で
。
会
費
年
５
０
０
０

円
、
月
２
５
０
０
円
。
太
極
拳

は　

式
と　

式
。
見
学
歓
迎
。

２４

３２

詳
し
く
は
板
橋
�
４
７
３
・
４

０
４
０
へ
。

　

◆
合
気
武
道
・
棒
術
・
剣
術

（
東
久
留
米
武
道
ク
ラ
ブ
妙
風

庵
）　

毎
週
①
木
曜
日
、
午
後

４
時
半
〜
６
時
と
日
曜
日
、
午

前　

時
半
〜
午
後
零
時
半
が

１１
５
歳
児
〜
中
学
生
②
日
曜
日
、

正
午
〜
午
後
１
時　

分
が
一

４０

般
、
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳
し
く

は
細
谷（
ほ
そ
や
）
�
４
２
１
・

４
０
７
５
へ
。

　

◆
少
年
野
球
ド
リ
ー
ム
セ

ブ
ン　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、

午
前
、
第
七
小
学
校
校
庭
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

１
５
０
０
円
。
小
・
中
学
生
。

初
心
者
歓
迎
。
高
い
指
導
体
制
。

詳
し
く
は
前
原
�
４
７
２
・
６

４
８
８
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
さ
つ
き
会
）

　

月
４
回
、
火
曜
・
金
曜
日
、

午
後
７
時
〜
９
時
半
、
中
央
公

民
館
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
０
０
０
円
。
見
学
自

由
。
詳
し
く
は
茂
木（
も
て
ぎ
）

�
４
７
３
・
２
１
０
６
へ
。

　

◆
着
物
着
付
五
月
会　
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
、
午
前　
時
１０

〜
正
午
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２

０
０
０
円
。
詳
し
く
は
佐
藤
�
４

７
１
・
５
５
８
６
へ
。

　

◆
親
子
で
楽
し
む
音
楽
遊

び
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
く
ら
ぶ
）

　

毎
週
①
火
曜
日
、
午
前　

時
１０

か
ら
が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

②
木
曜
日
、
午
前　

時
か
ら
と

１０

　

時
か
ら
が
西
東
京
市
民
会

１１館
（
西
東
京
市
田
無
町
四
丁

目
）
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
３
５
０
０
円
、
施
設
費

保
険
代
８
０
０
円
。
７
カ
月
児

〜
未
就
園
児
。
無
料
体
験
あ
り

（
要
予
約
）。
詳
し
く
は
四
津
谷

（
よ
つ
や
）
�
０
８
０
・
６
５

５
６
・
３
４
７
８
へ
。

　

◆
東
久
留
米
空
手
ク
ラ
ブ

　

毎
週
①
火
曜
日
、
夜
と
土
曜

日
、
午
前
が
年
中
〜
小
学
生
②

火
曜
・
木
曜
日
、
夜
と
土
曜
日
、

午
前
が
中
学
生
以
上
、
い
ず
れ

も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

で
。
会
費
月
４
０
０
０
円
か
ら
。

見
学
・
体
験
自
由
。
詳
し
く
は

後
藤
�
０
８
０
・
５
６
５
４
・

４
９
３
４
へ
。

　

◆
車
い
す
ダ
ン
ス
・
サ
ン
フ

ラ
ワ
ー　

毎
月
第
１
・
第
３
土

曜
日
、
午
前　

時
〜
正
午
、
さ

１０

い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
１
回
２
０
０
円
。
車
い
す
利

用
者
も
そ
う
で
な
い
方
も
。
社

交
ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ほ
か
。
詳
し
く
は
松
本
�
４
７

３
・
９
７
０
９
へ
。

　

◆
障
害
者
自
立
支
援
法
で

ど
う
な
っ
て
い
る
か
（
福
祉
と

医
療
を
考
え
る
会
）　　

月　
１２

２４

日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時
、

中
央
公
民
館
で
。
参
加
費
無
料
。

障
害
者
施
設
や
団
体
の
皆
さ

ん
と
の
懇
談
・
専
門
家
の
助
言

あ
り
。
詳
し
く
は
大
谷
�
４
７

４
・
６
２
３
８
へ
。

　

◆
初
心
者
向
き
お
正
月
花

講
習
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米

市
文
化
協
会
華
道
会
）　　

月
１２

　

日
（
水
）
午
前　

時
〜
正
午
、

２７

１０

中
央
公
民
館
第
３
学
習
室
で
。

花
材
費
２
８
０
０
円
。　

月　
１２

２５

日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込
み
。

詳
し
く
は
安
藤
�
４
７
５
・
６

３
７
３
へ
。

　

◆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
め
ざ
め

て
夢
見
テ
�
〜
ウ
ィ
ズ　

ミ
ー
（
Ｒ
オ
ブ
Ｉ　

キ
ッ
ズ　

ダ
ン
サ
ー
ズ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
）

　
　

年
１
月
７
日
（
日
）
午
後

１９
１
時
、
３
時
半
、
６
時
半
開
演

（
い
ず
れ
も
開
場
は　

分
前
）、

３０

西
東
京
市
保
谷
こ
も
れ
び

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
（
西
東
京
市

中
町
一
丁
目
）
で
。
入
場
料
１

０
０
０
円
。
詳
し
く
は
白
井
�

４
２
４
・
０
１
３
５
へ
。

　

◆
ス
キ
ー
祭
典
（
エ
ー
デ
ル

ヴ
ァ
イ
ス
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）　

　

年
１
月　

日
（
金
）
午
後
９

１９

１９

時
、
清
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
前

（
清
瀬
市
元
町
一
丁
目
）
集
合

〜　

日
（
月
）
午
後
７
時
、
同

２２
解
散
、
白
馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー

場
で
。
参
加
費
３
万
８
８
０
０

円
（
昼
食
・
リ
フ
ト
代
別
）。

　

年
１
月
７
日
（
日
）
ま
で
に

１９要
申
し
込
み
。
詳
し
く
は
上
林

�
４
７
５
・
６
４
５
４
へ
。

　

◆
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に

よ
る「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」（
よ

い
劇
を
観
る
会
）　　

年
１
月

１９

　

日
（
日
）
午
前　

時
半
か
ら

２８

１０

と
午
後
１
時
半
か
ら
、
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
。
４
歳
以
上
。

入
場
料
１
９
０
０
円
。
申
し
込

み
と
詳
し
く
は
み
な
み
保
育

園
・
北
島
�
４
６
３
・
４
３
５

０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ

り
（
東
久
留
米
の
び
の
び
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
）　　
１９

年
１
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時

　

分
東
久
留
米
駅
西
口
集
合
。

５０参
加
費
２
０
０
円
（
保
険
代
含

む
）。
飲
み
物
、
雨
具
持
参
。

歩
き
や
す
い
服
装
。
詳
し
く
は

小
野
木
�
４
２
１
・
０
４
３
９

へ
。

　

◆
新
春
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
（
ド
リ
ー
ム
社
交
ダ
ン

ス
）　　

年
１
月
５
日
（
金
）
・

１９

　

日
（
月
）
・　

日（
月
）、
い

１５

２９

ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
４

１５

時　

分
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

１５
で
。
参
加
費
１
日
７
０
０
円
。

一
人
で
も
ペ
ア
で
も
男
女
踊

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
丸
山
�
０

９
０
・
３
４
７
２
・
９
４
２
８

へ
。

　

◆
講
演
会「
こ
れ
か
ら
の
精

神
障
害
者
へ
の
地
域
ケ
ア
」

（
精
神
障
害
者
家
族
会
「
蒼
空

会
」）　　

月　

日
（
祝
）
午
後

１２

２３

１
時
か
ら
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
３
階
ホ
ー
ル
で
。
入
場
無

料
。
講
師
は
都
立
多
摩
総
合
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

の
伊
勢
田
堯
氏
。
詳
し
く
は
鵜

飼
�
４
９
３
・
０
２
１
０
へ
。

　

◆
パ
ン
・
菓
子
製
造
、
販
売

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
（
社
会
福

祉
法
人
龍
鳳　

ラ
イ
フ
パ
ー

ト
ナ
ー
こ
ぶ
し
）　

毎
週
月

曜
・
火
曜
・
木
曜
・
金
曜
日
、

午
前
７
時
〜
正
午
と
午
後
１

時
〜
３
時
、
同
団
体
３
階
パ
ン

工
房
（
氷
川
台
二
丁
目
）
で
。

週
１
回
、
午
前
・
午
後
可
。

知
的
障
害
者
と
一
緒
に
製

造
・
販
売
。
作
業
指
導
員
と

共
に
行
動
。
未
経
験
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
同
団
体
・
日
辻

（
ひ
つ
じ
）
�
４
７
０
・
２

３
８
５
へ
。

☆基本目標１　市民一人ひとりが共につくるまち

目　標実　　績
区　　　　分

１７年度１７年度１６年度

３０.０％３９.９％４４.９％委員会等の公募委員の割合

３２,２８３件４１,８３６件３８,８５６件コミュニティ施設等の利用件数

☆基本目標２　水と緑を守り育てていくまち

２.０９㎡２.５３㎡２.１１㎡市民一人当たりの公園面積

７２６戸６９４戸６８０戸
雨水浸透施設の設置助成を受けた住
宅の戸数

☆基本目標３　子どもがのびのび心豊かに育つまち

１,４５６人１,５５７人１,５５５人保育利用乳幼児数

１００.０％１００.０％１００.０％
学校教育におけるコンピュータ活用
の割合

☆基本目標４　高齢者がいきいき幸せに暮らせるまち

１１.４％１１.６％１１.４％要援護高齢者の出現率

３８０人４５９人４６２人障害者施設などに通所する人の数

☆基本目標５　豊かな出合いでにぎわうまち

１３７戸１３０戸１３５戸直販農家数

３８０人２２０人１５９人市民大学年間受講者数

☆基本目標６　快適な都市環境が整ったまち

１７.９％１６.１％１６.０％幅員５.５ｍ以上の道路の割合

６００ｇ６６５ｇ６６６ｇ
市民一人・1日当たりのごみ排出量
（ごみ原単位）

☆計画の推進

８５.０％９２.３％９５.８％経常収支比率

　

第
二
次
財
政
改
革
基
本
方
針
に

基
づ
い
て
策
定
し
た
第
二
次
財
政

健
全
化
計
画
の　

年
度
の
実
施
状

１７

況
お
よ
び
財
政
効
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行財政改革の実施状況と
財政効果がまとまりました

実

施

状

況

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
見
直
し
や

効
率
化
の
推
進
な
ど　

年
度
の
目

１７

標
に
あ
げ
た
改
革
・
改
善
項
目
に

対
す
る
実
施
率
は
、「
実
施
済
」
と

「
一
部
実
施
済
」
を
合
わ
せ　

・
３
９６

�
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
次
財
政

健
全
化
計
画
は
、　

年
度
が
最
終

１７

年
度
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

第
三
次
行
財
政
改
革
基
本
方
針
・

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
（
計
画
期
間

　

年
度
〜　

年
度
）
に
改
革
・
改

１８

２２

善
の
取
り
組
み
を
引
き
続
い
で
い

き
ま
す
。

財

政

効

果

　
　

年
度
の
財
政
効
果
は
、　

億

１７

２０

８
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
要
因
と
し
て
は
、
各
所
管
に

お
い
て
事
業
の
見
直
し
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
土
地
売
却

に
よ
る
資
産
の
有
効
活
用
が
図
れ

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

１７年度行財政改革による財政効果
【財政健全化計画】

効　果　額項　　　　目

２００万円効率的な行財政運営の推進

１８億６,９００万円資産の有効活用

１億８,５００万円職員定数の見直し

２,９００万円人事給与制度の見直し

２０億８,５００万円合　　　計

　詳しくは電話４７０・７７０２、ファクス４７０・７８０４または電子メール
で企画経営室行財政等担当へ。
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１７年度に実施した主な事業
〈総務費〉

７３５万円行財政体質改革事業

６,８９８万円
住民票等自動発行機の更新・増設およびバック
アップシステムの更新

〈民生費〉

１,２５５万円自動体外式除細動器（ＡＥＤ）設置

４,３７６万円幸町デイサービスセンター建設負担金

１億５,６４０万円中央町地区センター建設工事

３億２,３５４万円ひばり保育園施設購入

２億１,９５７万円子どもセンターひばり施設購入

〈衛生費〉

５億７,７１４万円わくわく健康プラザ建設工事

４,５０６万円わくわく健康プラザ体育室耐震補強工事

〈土木費〉

５,５１１万円市道改修工事

７,７４９万円市道舗装補修工事

２,８４４万円道路排水施設整備

４億９９４万円都市計画道路整備

２億２,６７７万円駅東口第二土地区画整理事業

７１９万円神明橋架替工事に伴う負担金

〈消防費〉

１,６８０万円消防ポンプ自動車更新

〈教育費〉

５,７４１万円小学校施設管理（改修工事等）

１億３,０３３万円中学校施設管理（改修工事等）

４,００１万円図書館資料の購入

１７年度決算に見る市民一人当たりの主な目的別経費
〈教育・文化〉〈生活環境〉

１,０２４円幼稚園１万７,４８７円ごみ・し尿処理経費

１万７３４円小学校１万４,５０２円健康管理､環境保全

５,５３４円中学校〈生活基盤〉
２,８３５円図書館１万５３３円道路

１,０１８円公民館４０７円公園

７２９円社会教育４,７２３円上水道

２,１１８円スポーツ３万１,５９３円下水道

《公債費》〈福　祉〉
４万３,２４８円１人当たりの返済額１万７,３６４円高齢者

《国民健康保険事業》１万４,６９４円障害者

２２万９６３円加入者一人当たり２万５,０８４円保育園

１,８１６円学童保育所

２,９５９円児童館

市有財産の現況（１７年度末現在）

　
　

年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、

１７
歳
入
額
が
３
５
３
億
５
４
３
９
万

円
、
歳
出
額
が
３
３
５
億
４
３
３

９
万
円
で
す
。　

年
度
と
比
較
す

１６

る
と
、
歳
入
・
歳
出
と
も
総
額
は

平成１ ７ 年度
決算のあらまし

　
　

年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
の
家
計
簿
で
あ
る
決
算
の
内

１７
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

緩
や
か
な
が
ら
景
気
回
復
の
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
三
位
一
体
改
革

の
影
響
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
市
の
財
政
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
化
に

伴
う
経
費
や
時
代
の
要
請
と
も
い
え
る
環
境
対
策
経
費
、
子
育
て
関
連

経
費
等
の
増
加
や
施
設
・
設
備
の
更
新
経
費
な
ど
課
題
も
多
く
、
減
収

傾
向
と
は
相
反
す
る
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、　

年
度
の
財
政
運
営
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用

１７

と
、
数
年
後
に
は
更
に
厳
し
さ
を
増
す
と
予
測
さ
れ
る
市
の
財
政
状
況

を
見
据
え
る
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
、２
人
の
監
査
委
員
に
よ
り
関
係
書
類
と
の

照
合
な
ど
審
査
が
行
わ
れ
、そ
の
結
果「
計
数
に
誤
り
が
な
く
、基
金
の

運
用
に
つ
い
て
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
」と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。そ

し
て
、こ
の
監
査
委
員
の
意
見
を
添
え
て
、第
３
回
市
議
会
定
例
会
に
提

出
さ
れ
、第
４
回
市
議
会
定
例
会
で
原
案
の
通
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
財
政
課
�
４
７
０
・
７
７
０
６
へ
。

前
年
度
と
比
べ
て
減
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
主
た
る
要
因

は
、
前
年
度
に
実
施
し
た
住
民
税

等
減
税
補
て
ん
債
の
低
利
率
へ
の

借
り
換
え
約　

億
６
０
０
０
万
円

２９

に
よ
る
影
響
で
す
。
そ
の
た
め
、

歳
入
で
は
市
税
、
地
方
譲
与
税
、

財
産
収
入
な
ど
は
増
加
し
た
も
の

の
、
市
債
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
２
・
９
�
の
マ
イ
ナ

ス
、
歳
出
で
は
公
債
費
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
３
・
０
�
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
歳
入
の
根

幹
を
な
す
市

税
が
、
税
制
改

正
の
影
響
や

景
気
回
復
に

加
え
、
徴
収
率

向
上
に
よ
り
増
加
す
る
な
ど
、
少

し
ず
つ
歳
入
に
も
明
る
い
兆
し
が

現
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
を
維
持
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
、
適
正
な
執
行
管
理
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
介
護
保
険
・
下
水
道

事
業
・
受
託
水
道
事
業
の
５
特
別

会
計
を
合
計
す
る
と
、
歳
入
は
６

０
６
億
６
０
５
１
万
円
、
歳
出
は

５
８
７
億
８
３
５
９
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
微
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　一般会計は、市民の皆さんに納めていただく市税を中心に、

地方交付税や国・都支出金、市債などを財源として、公共施設

の整備、福祉、保健衛生、消防、教育など、市民生活を支える

基本的な経費が計上されています。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計一　般　会　計

　特別会計は、効率的な運営やその経理を明確にするために、一般会計か

ら独立させたもので、市では国民健康保険、老人保健、介護保険、下水道

事業、受託水道事業の５つの会計を設けています。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特 別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計特　別　会　計

《
お
詫
び
と
訂
正
》　

月
１
日
号
５
面
掲
載
の
「　

年
度
人

１２

１７

事
行
政
の
運
用
等
の
状
況
は
」
中
、（　

）
特
別
職
の
報
酬

１１

等
の
状
況
の
表
に
お
い
て
、
市
長
・
助
役
・
収
入
役
の
期

末
手
当
の　

年
度
支
給
割
合
４
・　

月
分
は
４
・　

月
分
、

１７

３７

４５

議
長
・
副
議
長
・
議
員
の
期
末
手
当
の　

年
度
支
給
割
合

１７

５
・　

月
分
は
４
・　

月
分
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び

００

４５

し
訂
正
し
ま
す
。

　

第　

回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

８５

選
手
権
大
会
東
京
大
会
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
の
決
勝
が　

月　

日
、

１１

１８

西
が
丘
サ
ッ
カ
ー
場
（
北
区
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

年
ぶ
り

１４

２
回
目
の
全
国
選
手
権
大
会
出

場
を
目
指
す
都
立
久
留
米
高
校

（
幸
町
５
ノ
８
ノ　

）が
接
戦
の

４６

末
、
東
海
大
学
菅
生
高
校
（
あ

き
る
野
市
）
を
１
対
０
で
破
り
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

　

準
決
勝
で
帝
京
高
校
を
延
長

戦
の
末
破
り
、
勢
い
に
乗
る
都

立
久
留
米
は
、
決
勝
戦
で
も
の

び
の
び
と
プ
レ
ー
。
後
半
立
ち

上
が
り
か
ら　

分
に
か
け
た
相

１５

手
チ
ー
ム
の
猛
攻
し
の
ぐ
と
、

徐
々
に
都
立
久
留
米
の
ペ
ー
ス

に
。
試
合
終
盤
に
は
、
決
定
的

“最後”に最高の切符つかむ！
久留米高校サッカー部
　全国大会へ出場決定！

な
得
点
機
会
が
た
び
た
び
訪
れ
る

も
無
得
点
、
こ
の
ま
ま
延
長
戦
突

入
か
と
思
わ
れ
た
ロ
ス
タ
イ
ム
に

歓
喜
が
。
味
方
か
ら
の
パ
ス
を
受

け
、
左
サ
イ
ド
を
突
破
し
た
Ｆ
Ｗ

（
フ
ォ
ワ
ー
ド
）の
野
村
君
が
ゴ
ー

ル
前
へ
ラ
ス
ト
パ
ス
。
こ
れ
を
フ

リ
ー
で
受
け
た
Ｆ
Ｗ
の
新
宅
君
が

冷
静
か
つ
正
確
に
ゴ
ー
ル
右
隅
に

決
め
、
こ
れ
が
決
勝
点
。　

年
ぶ

１４

り
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
選

手
た
ち
は
、
チ
ー
ム
カ

ラ
ー
の
ス
カ
イ
ブ

ル
ー
に
染
ま
る
観
客

席
の
応
援
団
と
と
も

に
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。

　

学
校
統
合
に
よ
り

来
年
度
か
ら
校
名
（
都

立
東
久
留
米
総
合
高

校
）
を
変
え
る
都
立
久

留
米
高
校
は
、
そ
の
最

後
と
な
る
年
に
栄
え

あ
る
全
国
選
手
権
大

会
出
場
を
決
め
る
と

と
も
に
そ
の
名
を
歴

史
に
刻
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
大
会
は

　

月　

日
（
土
）
〜　

１２

３０

１９

年
１
月
８
日
（
祝
）
の
期
間
、

都
内
ほ
か
、
埼
玉
、
神
奈
川
、

千
葉
の
各
会
場
で
試
合
が
行
わ

れ
ま
す
。
都
立
久
留
米
高
校
は
、

　

月　

日
（
日
）
の
初
戦
で
岡

１２

３１

山
県
代
表
の
作
陽
高
校
と
対
戦

し
ま
す
（
駒
沢
陸
上
競
技
場
で

午
後
零
時　

分
ス
タ
ー
ト
）。全

１０

国
大
会
に
お
け
る
同
校
の
活
躍

を
願
う
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の

熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

試合後、報道陣からのフラッシュを浴びるサッカー部員ら試合後、報道陣からのフラッシュを浴びるサッカー部員ら

１７年度末現在高 ４９９億１,１７４万円
　・下水道債 ２０１億７,５４６万円

　・土木債 ８１億３,３８２万円

　・教育債 ３８億４,２４６万円

　・総務債 ３０億６,５２９万円

　・民生債 １５億７,２８４万円

　・衛生債 ９億２,４０５万円

　・消防債 ２億３,１９２万円

　・減税、臨時税収補てん債等

 １１９億６,５９０万円

※道路、下水道、学校等の整備には、一時的に

多額の費用が必要とされ、その利用は長期的

にわたります。そのため、国や金融機関など

から長期的に借り入れた資金が市債です。

市税負担額　１３万３,７３０円

　・市民税（個人・法人） 　６万２,２９３円

　・固定資産税 ５万３,３１９円

　・都市計画税 １万２,０９１円

　・その他 ６,０２７円

（参考）市民一人当たりの一般会計歳出額

 ２９万３,４２７円

※都市計画税は、都市計画区域内の土地

または家屋の所有者に負担していただ

く目的税で、都市計画道路の築造や用

地買収、駅周辺の土地区画整理事業に

要する費用等に充てています。

　

市
で
は
、
第
３
次
長
期
総
合
計

画
基
本
構
想
に
お
け
る
ま
ち
の
将

来
像
を
「
水
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
�
東
久
留
米
�」
と
定
め
、
基

本
構
想
を
推
進
・
実
現
し
て
い
く

前
期
基
本
計
画
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
指
標
の
状
況

た
め
の
諸
施
策
を
基
本
計
画
と
し

て
策
定
し
て
い
ま
す
。
前
期
の
基

本
計
画
期
間
の　

年
度
〜　

年
度

１３

１７

に
、
各
施
策
の
実
施
に
よ
り
市
民

生
活
を
ど
の
程
度
向
上
さ
せ
る
か

な
ど
の
目
標
を
、「
ま

ち
づ
く
り
指
標
」
と

し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。
目
標
の
最
終
年

度
で
あ
る　

年
度
の

１７

指
標
に
つ
い
て
、
そ
の
達
成
状
況

を
下
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
�
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

 
そ　
の　
他 

 
催　
　

し 

◆企画調整課メールアドレス
kikakuchosei@city.higashikurume.lg.jp

・土地（庁舎、学校、図書館、保育園、公

園など） ５７４,５８４�

・建物（延床面積） ２０４,８４７�

・工作物（プールなど） １４２カ所

・物品（庁用車や各種物品） ７３１台

・出資による権利（土地開発公社、市コミュニティ

振興公社など） ２億３,７５６万円

・債権（高齢者福祉住宅借上敷金など） ５,３７５万円

・基金（財政調整基金など１６基金）

 ３１億２,７９２万円

 
会
員
募
集 

市民一人当たりの市税負担額
（１７年度末現在）

市債の借り入れ状況


